
重
な
成
果
は
あ
る
が
、

ろ
皆
無
と
言
え
よ
う
。

大
友
氏
に
関
す
る
従
来
の
研
究
史
に
お
い
て
、
同
氏
の
領
国
を
社
会
経
済
史
的
角
度
か
ら
究
明
し
よ
う
と
し
た
論
稿
は
、
管
見
の
と
こ
ろ
僅
か
数

（
１
）

例
で
あ
る
。
段
銭
徴
収
と
直
轄
領
の
構
造
解
明
を
図
っ
た
外
山
幹
夫
氏
の
「
大
名
領
国
の
経
済
に
関
す
る
二
、
一
一
一
の
問
題
」
、
「
豊
後
大
友
氏
と
鉄

（
２
）

砲
に
つ
い
て
」
に
代
表
さ
れ
る
福
川
一
徳
氏
の
一
連
の
鉄
砲
・
大
砲
史
研
究
、
府
内
古
図
の
検
討
か
ら
戦
国
期
府
内
の
町
の
基
本
的
姿
に
迫
ろ
う
と

（
３
）
（
４
）

し
た
橋
本
操
六
氏
の
「
旧
府
内
城
下
図
の
信
感
性
」
、
戦
国
末
期
の
町
構
造
に
迫
っ
た
秦
政
博
氏
の
「
宗
麟
時
代
の
府
内
と
臼
杵
」
等
、
一
握
の
貴

重
な
成
果
は
あ
る
が
、
大
名
領
国
全
体
を
見
据
え
て
、
そ
れ
を
社
会
経
済
史
的
視
角
か
ら
総
合
的
に
体
系
化
し
よ
う
と
す
る
研
究
成
果
は
今
の
と
こ

は
じ
め
に 戦

国
期
豪
商
の
存
在
形
態
と
大
友
氏

鹿
毛
敏
夫 一

八

も
っ
と
も
、
こ
の
分
野
に
お
け
る
研
究
史
の
隙
間
に
つ
い
て
は
、
そ
の
蓋
然
性
を
認
め
ら
れ
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
幾
つ
か
の
要
因
が
挙
げ
ら
れ

る
が
、
最
も
大
き
な
障
害
は
史
料
的
制
約
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
大
名
領
国
に
お
い
て
感
状
、
宛
行
状
等
の
政
治
・
軍
事
的
色
彩
の
濃
い
文
書
の
発
給

数
に
比
較
す
れ
ば
、
社
会
経
済
史
的
素
材
を
提
供
す
る
文
書
の
発
給
数
及
び
そ
の
残
存
率
は
極
め
て
低
い
も
の
で
あ
る
。
ま
し
て
大
友
氏
の
場
合
、

戦
国
末
期
か
ら
近
世
へ
は
大
き
な
政
治
的
断
絶
を
挟
ん
で
い
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
社
会
経
済
史
分
野
の
解
明
の
空
白
も
首
肯
で
き
な
い
わ
け
で
は

な
い
。
し
か
し
、
大
名
領
国
制
の
総
合
的
究
明
を
志
向
し
た
時
、
遅
れ
て
い
る
こ
の
分
野
の
研
究
成
果
の
蓄
積
が
な
さ
れ
て
こ
そ
初
め
て
政
治
・
軍

事
史
的
分
野
と
の
整
合
性
の
あ
る
総
合
分
析
が
可
能
と
な
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。



嶋
井
宗
室
は
元
和
元
（
一
六
一
五
）
年
八
月
に
行
年
七
七
歳
で
死
去
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
が
、
こ
こ
で
の
分
析
対
象
期
は
、
当
時
博
多
を
領
有
し
て

い
た
大
友
氏
が
豊
臣
政
権
傘
下
に
入
る
天
正
一
四
・
一
五
（
一
五
八
六
・
八
七
）
年
前
後
ま
で
と
し
た
い
。
先
の
享
年
を
信
用
す
れ
ば
宗
室
の
四
○
歳

本
稿
で
は
、
こ
の
よ
う
な
問
題
点
を
踏
ま
え
て
、
戦
国
期
か
ら
近
世
初
頭
に
か
け
て
の
商
人
の
一
つ
の
、
あ
る
意
味
で
は
特
異
な
存
在
形
態
を
示

す
豪
商
に
つ
い
て
、
特
に
戦
国
期
の
そ
の
初
期
的
形
態
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
商
人
が
大
名
権
力
と
結
合
す
る
姿
を
主
に
大
友
氏
領
国
に
視
点
を
据

（
５
）

遇
え
て
検
証
し
た
い
。
分
析
対
象
と
し
て
、
第
一
章
で
は
博
多
豪
商
嶋
井
宗
室
と
堺
豪
商
天
王
寺
屋
道
叱
を
和
第
二
章
で
は
府
内
豪
商
仲
屋
宗
悦
を
取

り
上
げ
る
。
特
に
仲
屋
宗
悦
の
分
析
に
当
た
っ
て
は
、
従
来
見
落
と
さ
れ
て
い
た
幾
つ
か
の
一
次
史
料
を
取
り
上
げ
、
後
世
の
編
纂
物
に
よ
る
脚
色

を
可
能
な
限
り
排
除
し
、
戦
国
期
に
お
け
る
そ
の
実
像
が
明
ら
か
に
な
る
よ
う
努
め
た
い
。

（
一
）
戦
国
期
の
嶋
井
宗
室

嶋
井
宗
室
・
天
王
寺
屋
道
叱
と
大
友
氏

一

九

戦
国
期
か
ら
近
世
初
頭
の
豪
商
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
は
古
い
研
究
蓄
積
を
も
つ
。
本
章
で
取
り
上
げ
よ
う
と
す
る
博
多
豪
商
嶋
井
宗
室
に
関
し

（
６
）

て
も
、
田
中
健
夫
氏
や
武
野
要
子
氏
等
の
総
合
的
な
研
究
が
あ
る
。
こ
こ
で
そ
れ
ら
の
研
究
の
屋
上
屋
を
架
す
つ
も
り
は
な
い
が
、
た
だ
従
来
の
豪

商
史
研
究
は
豊
臣
政
権
期
か
ら
江
戸
初
期
の
分
析
に
片
寄
る
傾
向
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
戦
国
期
の
豪
商
の
大
半
が
そ
の
後
の
近
世
大
名
権
力
傘
下

に
引
き
継
が
れ
て
い
っ
た
経
過
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
豪
商
の
初
期
的
も
し
く
は
中
世
的
存
在
形
態
の
解
明
の
た
め
に
は
、
む
し
ろ
戦
国
大
名
権

力
と
の
相
互
関
係
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
た
分
析
が
必
要
と
な
ろ
う
。
幸
い
豊
後
の
大
友
氏
は
、
豊
臣
政
権
と
い
う
壁
を
前
に
し
て
近
世
大
名
へ
と
成

長
し
え
な
か
っ
た
大
名
権
力
で
あ
り
、
戦
国
期
豪
商
の
存
在
形
態
と
大
名
権
力
と
の
関
係
を
考
察
す
る
上
で
恰
好
の
材
料
を
提
供
し
て
く
れ
る
。

ま
ず
は
、
博
多
の
嶋
井
宗
室
と
堺
の
天
王
寺
屋
道
叱
の
戦
国
期
的
存
在
形
態
を
概
観
し
、
彼
ら
が
戦
国
大
名
権
力
と
取
り
結
ん
だ
関
係
を
分
析
す

る
こ
と
を
本
章
の
課
題
と
し
た
い
。



（
７
）

ま
ず
は
「
嶋
井
文
書
及
記
録
」
に
表
れ
る
商
業
活
動
を
分
析
１
し
よ
う
。
永
禄
八
（
一
五
六
五
）
年
か
ら
元
和
元
（
一
六
一
五
）
年
ま
で
の
記
録
「
嶋
井

氏
年
録
」
の
う
ち
、
戦
国
期
の
彼
の
商
業
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
示
す
の
が
次
の
三
件
で
あ
る
。

代
ま
で
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

（
元
■
元
二
五
七
○
）
年
）

一
、
九
月
一
一
日
泉
州
堺
ア
カ
ネ
屋
太
郎
右
衛
門
方
江
永
寿
丸
ヨ
リ
荷
物
送
ル
。
郡
山
和
泉
屋
慶
助
方
へ
書
通
ヲ
以
、
近
国
之
武
士
方
江
売
捌
頼
過
ス
。

尤
持
土
産
、
当
所
之
産
唐
織
壱
反
送
ル
。

一
驚
準
肥
狸
離
華
対
州
問
屋
博
多
屋
ヨ
リ
荷
物
送
り
越
、
当
年
ハ
米
穀
不
作
二
依
而
、
諸
品
不
景
気
二
有
之
候
得
共
、
兼
而
又
懇
意
之
間
二
付
、
不

残
荷
物
此
方
へ
預
、
相
応
二
代
銀
相
渡
、
出
帆
致
さ
せ
候
事
。

（
元
危
元
一
一
五
七
○
）
年
）
（
寺
と

一
、
五
月
廿
一
日
壱
岐
カ
サ
モ
ト
ョ
リ
諸
品
積
送
ル
。
贈
札
引
合
、
荷
落
無
之
様
吟
味
い
た
し
、
同
廿
四
日
二
荷
役
代
料
勘
定
銀
弐
拾
貢
八
百
目
船

頭
栄
助
江
渡
済
ム
。

二

○

一
つ
目
の
「
対
州
問
屋
博
多
屋
」
は
、
そ
の
屋
号
か
ら
、
元
来
対
馬
に
お
け
る
博
多
と
の
商
取
り
引
き
の
窓
口
と
な
っ
た
中
世
問
丸
で
あ
る
。
三

つ
目
の
「
郡
山
和
泉
屋
慶
助
」
も
同
様
に
考
え
て
、
大
和
郡
山
と
和
泉
の
間
の
商
取
り
引
き
を
専
ら
と
す
る
問
丸
で
あ
ろ
う
。
一
方
「
泉
州
堺
ア
カ

（
８
）

ネ
屋
」
で
あ
る
が
、
『
山
上
宗
一
一
記
』
に
よ
る
と
、
堺
宿
屋
町
の
赤
根
屋
宗
佐
は
、
い
わ
ゆ
る
名
物
と
し
て
茶
湯
の
掛
絵
「
右
道
昌
筆
花
絵
」
と
花

入
「
釣
舟
」
を
所
持
し
て
い
る
。
な
か
で
も
「
釣
舟
」
は
「
本
ハ
道
陳
所
持
ス
代
物
、
六
百
貫
赤
根
屋
二
渡
と
と
割
り
注
さ
れ
て
お
り
、
赤
根
屋

は
堺
の
か
な
り
裕
福
な
豪
商
の
一
人
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

次
に
商
品
の
流
れ
を
追
っ
て
み
よ
う
。
対
馬
の
問
丸
博
多
屋
か
ら
の
荷
物
は
買
い
受
け
荷
、
壱
岐
か
ら
船
頭
栄
助
が
運
ん
で
き
た
荷
物
は
宗
室
の

買
い
付
け
荷
で
あ
っ
た
こ
と
が
文
脈
か
ら
読
み
取
れ
る
。
博
多
と
壱
岐
・
対
馬
間
は
経
済
の
動
脈
と
し
て
活
発
な
物
流
が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
否

定
し
難
く
、
そ
の
流
通
媒
体
と
し
て
博
多
豪
商
嶋
井
氏
Ｉ
間
丸
博
多
屋
の
結
合
関
係
が
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
う
し
て
対
馬
方
面
か
ら
の
物
資
を



一
一
一

買
い
取
っ
た
宗
室
は
、
今
度
は
自
ら
の
商
用
船
が
「
永
寿
丸
」
を
使
っ
て
物
資
を
堺
に
運
び
揚
陸
さ
せ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
荷
揚
地
堺
に
お
い
て
も

和
泉
堺
豪
商
赤
根
屋
ｌ
問
丸
和
泉
屋
の
関
係
を
利
用
し
て
大
和
郡
山
の
地
で
の
商
品
の
委
託
販
売
を
実
現
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。
．
す
な
わ
ち
そ
れ
は
、

交
易
都
市
の
豪
商
と
、
そ
の
都
市
所
縁
の
問
丸
と
の
縁
故
関
係
を
、
発
荷
・
着
荷
の
双
方
で
利
用
し
た
流
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
言
え
よ
う
。

で
は
、
嶋
井
氏
が
取
り
扱
う
荷
物
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
「
嶋
井
文
書
及
記
録
」
に
表
れ
る
商
品
を
列
挙
す
る
と
、
「
錘
子
」
「
高

麗
焼
茶
碗
之
鉢
」
「
博
多
唐
織
」
「
生
雪
魚
」
「
牛
黄
回
」
（
牛
の
胆
石
に
よ
る
解
毒
剤
）
「
練
酒
」
「
赴
鍋
」
（
亜
鉛
メ
ッ
キ
の
鉄
）
等
が
確
認
で
き
、

ま
た
そ
の
他
の
史
料
か
ら
「
さ
や
」
「
ッ
（
“
）
キ
」
「
モ
メ
ソ
」
「
て
る
布
」
（
朝
鮮
の
上
質
布
）
「
船
縄
」
「
ほ
魂
礎
ん
」
（
中
国
の
黄
糸
絹
）
「
灰

（
紗
峻
）
（
木
縄
）
（
照
）

（
筒
）
（
９
）

ふ
る
い
」
（
火
鉢
の
節
）
「
織
絹
」
の
調
達
が
確
認
で
き
る
。
博
多
産
唐
織
や
練
酒
の
調
達
は
宗
室
の
在
地
職
人
衆
と
の
結
合
を
物
語
る
の
で
あ
る
が
、

そ
れ
に
も
増
し
て
、
朝
鮮
、
中
国
か
ら
の
物
資
が
多
い
の
が
目
に
付
く
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
は
対
馬
の
問
丸
を
通
し
て
間
接
的
に
入
っ
て
来
る
も
の

や
、
自
ら
対
馬
で
買
い
付
け
て
来
る
も
の
等
様
々
で
あ
ろ
う
。
当
時
の
対
馬
の
状
況
に
つ
い
て
宗
塞
溌
匙
一
揺
馳
塞
日
挙
準
出
帆
、
翌
六
日
対
州
着
、

此
節
朝
鮮
国
渡
海
之
心
組
一
一
候
虚
、
同
断
府
中
一
一
南
蛮
之
商
品
数
多
有
之
、
朝
鮮
於
商
館
買
取
候
β
者
、
却
而
就
下
直
求
之
、
同
月
廿
一
日
目
出
度

帰
着
す
。
然
ル
鹿
赴
鍋
本
朝
払
底
一
一
有
之
、
大
坂
表
江
積
登
せ
候
・
無
間
茂
当
所
二
て
売
払
候
虚
、
鯵
鋪
利
益
有
之
候
」
と
記
し
て
い
る
。
朝
鮮
商

館
で
直
接
買
い
付
け
よ
う
と
の
心
積
も
り
で
渡
海
の
途
中
、
対
馬
府
中
に
立
ち
寄
っ
た
と
こ
ろ
、
思
い
も
か
け
ず
南
蛮
方
面
か
ら
の
商
品
が
低
価
で

手
に
入
り
、
そ
の
ま
ま
博
多
に
戻
っ
た
の
で
あ
る
。
特
に
日
本
で
は
手
に
入
り
に
く
い
赴
鍋
を
例
の
流
通
ル
ー
ト
に
よ
り
大
坂
に
運
ん
で
商
売
し
た

と
こ
ろ
、
莫
大
な
利
潤
を
生
じ
た
、
と
言
う
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
中
継
貿
易
基
地
と
し
て
の
対
馬
の
実
情
と
、
自
ら
を
そ

の
基
地
と
消
費
地
と
を
結
ぶ
流
通
媒
体
と
化
し
て
資
本
を
再
生
産
し
て
い
く
戦
国
期
豪
商
の
姿
が
垣
間
見
え
る
。

な
お
、
嶋
井
氏
が
東
ア
ジ
ア
の
流
通
媒
体
と
し
て
活
躍
で
き
た
陰
に
は
、
商
用
船
「
永
寿
丸
」
の
存
在
が
大
き
か
っ
た
。
永
禄
一
一
（
一
五
六
八
）

（
冗
良
蛤
）

年
の
記
録
に
よ
る
と
「
一
一
月
上
旬
永
寿
丸
ヨ
リ
朝
鮮
国
江
渡
海
ハ
、
同
下
旬
二
釜
山
浦
着
岸
、
一
一
一
月
中
旬
京
畿
道
二
参
ル
。
此
節
ハ
冗
食
喰
ヨ
リ
諸

オ
ラ
ソ
カ
イ

品
多
、
悉
皆
買
取
、
五
月
四
日
二
袖
湊
帰
着
」
と
あ
る
。
永
寿
丸
に
乗
り
込
ん
で
朝
鮮
の
釜
山
に
上
陸
、
京
畿
道
で
北
方
の
冗
良
蛤
（
豆
満
江
北
方

の
女
真
部
族
の
地
域
）
か
ら
流
れ
込
ん
だ
商
品
を
大
量
に
買
い
込
み
、
永
寿
丸
に
積
承
込
ん
で
帰
津
し
た
の
で
あ
る
。
戦
国
最
末
期
の
こ
の
時
期
に



戦
国
期
の
豪
商
が
幹
線
流
通
経
路
の
主
た
る
担
い
手
と
し
て
、
幅
広
い
経
済
活
動
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
既
に
明
ら
か
に
な
っ
た
が
、
戦
国
期
の

政
治
社
会
情
勢
を
念
頭
に
考
え
た
時
、
彼
ら
の
存
在
形
態
の
も
う
一
つ
の
側
面
が
見
え
て
く
る
。
そ
こ
で
、
こ
こ
で
は
、
広
範
な
商
業
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
も
つ
豪
商
と
地
域
公
権
力
と
し
て
の
戦
国
大
名
が
、
当
時
の
政
治
社
会
情
勢
の
な
か
で
如
何
な
る
結
合
関
係
を
構
築
す
る
の
か
、
そ
し
て
そ
の

関
係
が
や
が
て
ど
の
よ
う
に
発
展
し
て
い
く
の
か
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。
な
お
分
析
の
主
な
対
象
と
す
る
の
は
、
堺
の
天
王
寺
屋
道
叱
と
博
多
の

嶋
井
宗
室
で
あ
る
。

八
七
）
年
一
月
二
日

を
物
語
っ
て
い
る
。

天
王
寺
屋
は
宗
及
に
代
表
さ
れ
る
和
泉
堺
の
豪
商
家
で
あ
る
。
特
に
こ
こ
で
取
り
上
げ
よ
う
と
す
る
道
叱
は
宗
及
の
叔
父
に
当
た
る
人
物
で
あ
る

が
、
豪
商
家
天
王
寺
屋
の
商
業
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
な
か
で
は
、
特
に
九
州
方
面
に
窓
口
を
開
い
て
在
地
と
の
縁
故
関
係
を
深
め
て
い
る
こ
と
は
、
先

（
、
）

の
嶋
井
宗
室
の
畿
内
で
の
商
業
活
動
へ
の
対
応
を
考
え
る
上
で
も
興
味
深
い
。
実
際
の
と
こ
ろ
『
天
王
寺
屋
会
記
』
で
の
、
天
正
八
（
一
五
八
○
）
年

（
油
）

八
月
一
一
五
日
と
一
一
月
一
九
日
に
堺
で
開
い
た
宗
及
の
茶
会
に
宗
室
、
道
叱
揃
っ
て
出
席
し
て
い
る
記
事
や
、
『
宗
湛
日
記
』
の
天
正
一
五
（
一
五

八
七
）
年
一
月
二
日
に
堺
で
開
い
た
道
叱
の
茶
会
に
博
多
豪
商
神
屋
宗
湛
が
出
席
し
て
い
る
記
録
が
散
見
で
き
、
堺
と
博
多
の
豪
商
の
経
済
的
結
合

更
に
道
叱
の
商
業
活
動
は
永
禄
・
天
正
期
に
は
頻
繁
に
豊
後
に
及
ん
で
い
る
様
子
が
、
や
は
り
『
天
王
寺
屋
会
記
』
に
表
れ
る
。
永
禄
一
○
（
一

五
六
七
）
年
二
月
一
○
日
「
道
叱
一
人
、
始
て
申
候
、
従
豊
後
昨
日
帰
津
に
て
候
」
、
天
正
一
一
（
一
五
七
四
）
年
四
月
一
一
六
日
「
道
叱
一
人
、
従
豊
後

（
二
）
大
名
権
力
と
豪
商
の
初
期
的
結
合
と
そ
の
発
展

一

一

一

一

東
ア
ジ
ア
の
特
に
海
上
流
通
の
媒
体
と
な
り
え
た
こ
と
が
、
嶋
井
宗
室
の
そ
の
後
の
近
世
的
発
展
の
土
台
と
な
っ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
別
稿
で
検

討
す
る
予
定
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
中
世
最
末
期
の
嶋
井
宗
室
の
姿
は
、
中
国
か
ら
船
団
を
組
ん
で
九
州
各
地
に
来
航
す
る
海
商
王
直
の
姿
や
、
逆

に
豊
後
か
ら
の
船
団
を
中
国
や
東
南
ア
ジ
ア
方
面
に
派
遣
し
て
私
貿
易
を
行
お
う
と
し
た
大
友
義
鎮
の
姿
に
も
投
影
で
き
る
。
な
お
通
例
の
如
く
、

朝
鮮
で
買
い
込
ん
だ
冗
良
吟
の
物
資
を
畿
内
で
売
り
捌
い
た
宗
室
が
「
商
ひ
利
潤
有
之
、
気
味
能
覚
」
え
た
こ
と
も
付
記
し
て
お
こ
う
。



御
使
安
国
寺
、
宮
木
右
兵
衛
入
道
宗
賦

一
、
小
壷
茄
子
知
両
↓
睡
亜
飛
云

四
ノ
内
博
多
紹
悦
所
持
之

上
津
也
」
、
天
正
九
（
一
五
八
一
）
年
三
月
晦
日
「
道
叱
田
舎
へ
下
向
之
前
日
之
振
舞
也
」
、
翌
天
正
一
○
（
一
五
八
一
一
）
年
一
○
月
一
一
一
日
「
道
叱
一
人
、

従
豊
後
、
晦
日
夜
、
被
上
候
也
」
等
の
茶
会
記
録
で
あ
る
。

こ
の
堺
豪
商
天
王
寺
屋
道
叱
の
度
重
な
る
豊
後
下
向
の
裏
に
は
、
大
友
氏
と
の
関
係
が
隠
さ
れ
て
い
る
だ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
が
、
そ

の
分
析
の
前
に
、
名
物
と
呼
ば
れ
た
あ
る
一
一
つ
の
茶
道
具
の
動
き
を
追
っ
て
い
こ
う
。
「
大
友
家
文
書
録
」
の
中
に
、
差
出
と
宛
書
、
そ
れ
に
日
付

も
不
明
な
書
状
断
簡
が
あ
る
。

（
千
利
休
）

（
マ
上
》

口
年
候
哉
、
其
方
御
所
持
候
似
タ
リ
茄
子
・
新
田
肩
衝
両
種
事
、
宗
易
令
物
語
候
之
条
、
所
望
之
旨
申
処
、
早
速
御
入
恨
祝
著
候
、
尚
宗
易
可
申

《
寺
Ｌ
）

候
、
恐
々
謹
言
、
率
跡
安
蛎
癖
癖
瞬
銀
鰐
率
塞
唯
顕
溺
壁
蝿
寺
峨
壁
、
（
腫
）

天
正
十
三
年
乙
回

御
使
右
同
断

一
、
新
田
肩
衝

文
書
の
内
容
及
び
状
況
か
ら
、
豊
臣
秀
吉
が
大
友
義
鎮
に
宛
て
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
義
鎮
所
持
の
一
一
つ
の
茶
道
具
を
秀
吉
が
所
望
し
た
ら
し

い
こ
と
、
そ
の
茶
道
具
の
引
き
取
り
の
た
め
に
代
物
と
銀
子
を
携
え
て
千
利
休
と
安
国
寺
恵
壇
が
義
鎮
の
も
と
へ
下
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
「
似
タ

リ
茄
子
」
「
新
田
肩
衝
」
の
二
つ
の
道
具
は
い
わ
ゆ
る
名
物
と
呼
ば
れ
た
小
壷
茶
入
で
、
特
に
「
似
タ
リ
茄
子
」
（
ツ
ク
シ
茄
子
と
も
）
に
つ
い
て

『
山
上
宗
一
一
記
』
は
、
「
百
貫
茄
子
ト
モ
云
、
カ
ソ
ト
ウ
ノ
僧
、
蓋
ハ
象
牙
ノ
瓶
子
ナ
リ
、
四
方
盆
二
居
ル
」
と
形
容
し
て
い
る
。

そ
の
後
こ
の
一
一
つ
の
茶
道
具
が
義
鎮
か
ら
秀
吉
に
渡
っ
た
こ
と
は

四
ノ
内
天
下
一
也
《
大
友
２
》

博
多
大
串
宗
人
久
所
持
ヲ
休
庵
様
御
所
望
也

代
六
千
賃

銀
子
百
二
十
貫
目

十
二
箱

代
三
千
五
百
貫

銀
子
七
十
貫
目

七
箱

一

一

三



（
崎
井
》
》
》
唾

と
の
記
載
が
『
天
王
寺
屋
会
記
』
に
あ
る
こ
と
か
ら
事
実
と
わ
か
る
。

さ
て
、
問
題
は
こ
う
し
た
茶
道
具
の
献
上
と
い
う
政
治
的
思
惑
の
極
め
て
強
い
戦
国
期
特
有
の
権
力
間
交
渉
の
な
か
で
、
天
王
寺
屋
の
よ
う
な
豪

商
が
ど
の
よ
う
な
働
き
を
す
る
か
で
あ
る
。
実
は
、
似
タ
リ
茄
子
は
当
初
博
多
の
河
原
紹
悦
と
い
う
人
物
が
所
持
し
て
い
た
も
の
を
、
上
洛
の
際
の

畿
内
政
権
へ
の
上
納
品
と
す
る
べ
く
大
友
氏
が
天
正
三
（
一
五
七
五
）
年
に
買
い
上
げ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
、
次
の
二
つ
の
史
料
か
ら
判
明
す
る
。

（
天
犀
鴎
晦
惹
五
鯉
鐸
後
、
似
な
す
ひ
・
新
田
か
た
つ
き
秀
吉
様
へ
参
候
、

則
、
拝
見
申
侯
、
乍
両
種
な
ら
へ
て
拝
見
申
候
、

下
国
以
後
、
節
々
可
申
過
候
一

へ
入
魂
候
へ
共
、
未
一
着
之
｛

叱
申
談
候
員
数
之
上
、
二
三
号

候
篠
、
省
略
候
、
恐
々
謹
言
、

（
笹
一
幸
廃
鰐
呼
日

と
の
記
録
が
あ
る
こ
と
や
、

（
宗
飲
》
（
宗
茎
）
（
型

右
小
壷
・
肩
衝
之
事
、
真
光
寺
・
浦
上
長
門
入
道
・
葛
西
周
防
入
道
於
古
川
福
田
寺
渡
之
、

（
河
鳳
》
（
天
王
守
屋
）

節
々
可
申
遣
候
之
虚
、
養
性
気
故
、
無
音
之
様
候
、
漸
本
腹
候
篠
、
必
来
春
者
、
上
待
入
候
、
随
而
紹
悦
就
一
種
之
儀
、
道
叱
其
方

共
、
未
一
着
之
由
承
候
、
如
存
知
五
畿
内
依
錯
乱
、
毎
事
気
仕
之
由
候
て
、
上
洛
差
急
候
、
尤
存
候
間
、
早
々
落
着
肝
要
候
、
殊
道

数
之
上
、
一
一
一
一
一
貫
も
か
さ
ま
れ
、
早
速
相
調
専
一
候
、
随
分
道
叱
へ
は
異
見
可
申
候
、
気
仕
有
間
敷
候
、
濃
々
錐
申
度
候
、
余
急
便

（
大
友
語
繰
（
花
押
）

一

一

四



（
§
）

天
王
寺
屋
道
叱
申
持
一
儀
、
至
紹
悦
能
々
入
魂
肝
要
侯
？
依
彼
一
到
来
、
道
叱
事
が
急
度
可
罷
上
之
燥
、
其
元
無
油
断
申
調
専
要
候
、
旧
冬
従
宗

麟
茂
被
仰
遣
候
之
間
、
労
以
可
然
様
馳
走
ｗ
可
悦
喜
候
、
，
恐
々
謹
言
、

一
塵
序
髭
座
犀
一
大
友
義
統
（
花
押
）

〈
崎
井
宗
室
）
（
Ｍ
）

宗
叱

一

一

五

文
書
は
大
友
義
鎮
・
義
統
父
子
が
嶋
井
宗
室
に
宛
て
た
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
義
鎮
の
書
状
か
ら
、
紹
悦
所
持
の
似
タ
リ
茄
子
を
買
い
上
げ
る
た
め
、

天
王
寺
屋
道
叱
が
博
多
に
派
遣
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
買
い
上
げ
の
件
に
つ
き
道
叱
は
嶋
井
宗
室
と
話
し
合
う
が
、
紹
悦
側
が
譲
渡
を
渋
っ
た
ら

し
く
「
未
一
着
」
の
状
況
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
義
鎮
は
、
道
叱
と
の
打
ち
合
わ
せ
の
買
い
取
り
価
格
を
上
回
っ
て
で
も
調
達
す
る
よ
う
宗
室
に

（
天
王
寺
巳
）

命
じ
て
い
る
。
一
方
義
統
も
「
彼
一
到
来
、
道
叱
事
、
急
度
可
罷
上
之
篠
、
其
元
無
油
断
申
調
専
要
候
」
と
、
紹
悦
か
ら
の
似
タ
リ
茄
子
が
届
き
次

第
道
叱
に
持
た
せ
て
献
上
す
る
予
定
で
あ
る
の
だ
か
ら
、
早
急
に
紹
悦
と
話
を
つ
け
よ
、
と
催
促
し
て
い
る
。

天
正
三
（
一
五
七
五
）
年
前
後
の
畿
内
は
、
そ
の
二
年
前
に
足
利
義
昭
を
追
放
し
た
織
田
信
長
が
、
長
篠
で
の
対
武
田
氏
戦
を
は
じ
め
と
し
て
精
力

的
に
軍
事
行
動
を
繰
り
広
げ
て
い
っ
た
時
期
で
あ
り
、
義
鎮
は
そ
の
畿
内
の
政
治
情
勢
へ
の
大
友
氏
と
し
て
の
対
応
を
非
常
に
気
に
し
、
「
如
存
知

五
畿
内
依
錯
乱
、
毎
事
気
仕
之
由
候
て
、
上
洛
差
急
候
」
と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
、
博
多
の
河
原
紹
悦
か
ら
の
茶
道
具
の
買
い
付
け
、
及
び
中
央

政
権
へ
の
献
上
と
い
う
大
友
氏
の
政
治
的
意
図
の
強
い
政
策
の
な
か
で
、
天
王
寺
屋
道
叱
は
大
友
氏
側
の
使
者
と
し
て
、
博
多
に
直
接
買
い
付
け
に

向
か
い
、
道
具
を
持
し
て
上
京
す
る
役
割
を
果
た
そ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
似
タ
リ
茄
子
の
一
件
で
明
ら
か
に
な
っ
た
の
は
、
畿
内
ｌ
九
州
間
を
主
な
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
経
済
活
動
を
営
む
豪
商
道
叱
が
、
九
州
を
本

拠
と
す
る
大
友
氏
の
畿
内
政
権
へ
の
対
応
の
、
特
に
経
済
的
側
面
で
利
用
さ
れ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
も
そ
れ
は
、
九
州
か
ら
中
央

向
け
の
対
応
の
み
な
ら
ず
、
次
文
書
の
よ
う
に
中
央
政
権
か
ら
地
方
と
い
う
逆
の
方
向
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
っ
た
。














































